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NPOサステイナビリティ創造研究学会では、⼀昨年７⽉、屋上緑化をテーマとした「銀座エコツアー」、昨年10月には

「池袋ガーデニングツアー／〜⼈とのつながり、2020年への環境づくり〜」を開催してきました。そして今回は第三弾

として「環境・景観・環境」をテーマとした、みなと街ツアーを実施。ロシア、アフリカ、中国の留学⽣、学⽣※を含む37

名の方々にご参加頂きました（※ロシア/太平洋国⽴大、ハバロフスク国⽴⽂化大、武蔵野大、上智大、東京農工大）。

雨天ではありましたが、六本⽊ヒルズ前に13：00に集合。43階フロア一面に設置されたジオラマに圧倒され、参加者

のテンションは早くもMAX状態となりました。六本⽊ヒルズからの「景観」が精巧な模型になっており、参加者はしばし

時間が経つのも忘れ、魅⼊っておりました。次いで、今回、ご協⼒いただきました森ビル株式会社様の「環境」への取

組みについてプレゼンテーション。職・住・遊が接近した都市づくりや自然との共生、低炭素化、資源循環型都市の実

現に向けた取組み等の説明があり、外国⼈留学⽣にも理解が深まりました。終了後、屋上庭園を視察。⾬も⼩降り↘

日時：2017年10月13日（⾦） 13:00〜17:00 

場所：六本⽊、⻁ノ門周辺 主催：NPOサステイナビリティ創造研究学会

共催：NPO法人平和の文化東京ユネスコクラブ 後援：港区役所、（公財）都市緑化機構

協⼒：森ビル株式会社

●六本⽊ヒルズ/①ジオラマ⾒学 ②座学「都市と自然の共生」③六本⽊ヒルズ屋上庭園⾒学

●⻁ノ門ヒルズ/①オーバル広場⾒学 ②TABISURU新⻁マーケット、クラフト＆ファーマーズマーケット散策

第８回 ツアー開催報告／2017.10.13

Kamiyacho St.Roppongi St.
TORANOMON  HILLSROPPONGI  HILLS TABISURU SHINTORA MARKET

巨大なジオラマに大興奮のオープニング 森ビル株式会社様の環境活動を学ぶ 貴重な体験。六本⽊ヒルズの屋上⾒学

国際新都⼼へ発展する⻁ノ門ヒルズで 開場1300年の湯の⼭温泉直送の⾜湯 ⿅児島・⽇置市の甲冑体験はコスプレ感覚
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NPO サステイナビリティ創造研究学会の過去ツアー実績

▲ユーコープ様 ⾒学会（2012年10月）商品検査センター、森の⾥

要冷セットセンター／神奈川県厚⽊市

▲千代田区内企業の環境への取組み（2013年6月）丸の内熱供給

（株）による地域冷暖房【左】、エコッツェリア次世代オフィスラボ【右】

▲東京スーパーエコタウン⾒学会（2013年10月）東京臨海リサイクル

パワー株式会社【左】、株式会社リーテム東京工場【右】

▲すみだ ⾬⽔施設の⾒学（2014年4月） 災害時の水源活用が

可能な路地尊【左】、雨水活用の押上駅前自転⾞駐⾞場【右】

2012年より、年１〜２回開催し、過去７回に亘って企画・実施してきました。延べ115名の方が参加されています（2017.8 現在）

▲銀座 各企業の屋上緑化施設を⾒学（2015年7月） 資生堂銀座

ビルの屋上庭園「資生の庭」 【左】、「白鶴銀座天空農園」 【右】

http://fsi-21.jimdo.com/
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特定非営利活動法⼈ サステイナビリティ創造研究学会

▲豊島区役所「豊島の森」、⻄武本店、まちなか緑化を⾒学（2016年

10月）⻄武空中庭園 【左】、池袋付近「まちなか緑化」【右】

↘となり、大パノラマの景観を満喫。ロシアの⼥⼦大⽣は通

常は非公開の庭園で植物等に興味を持たれていました。

興奮冷めやらぬ中、⼀⾏は電⾞に乗って神谷町駅へ。数分

の徒歩で⻁ノ門ヒルズへ到着。森ビル株式会社様の2020年

に向けた拡大・進化する⻁ノ門ヒルズプロジェクトについての

説明がありました。⻁ノ門ヒルズの両側にオフィスが中心の

ビジネスタワーと住宅を中⼼としたレジデンシャルタワーの

建設が進⾏中。さらに東京メトロ⽇⽐谷線⻁ノ門駅と⼀体開

発されるステーションタワーも計画が進⾏中との事で 国際

新都心のグローバルビジネスセンターへと発展するそうです。

敷地内のオーバル広場を一巡し、TOKYO2020シンボルスト

リートとなる新⻁通りで展開される「旅する新⻁マーケット」へ。

この日は幸運にもクラフト＆ファーマーズマーケットの開催日

にも重なり、しばし散策しました。⿅児島・⽇置市の甲冑体験

①や開場1300年、恋結びでも知られる湯の⼭温泉（三重・菰

野町）の現地から輸送される温泉水で満たされる足湯スペー

ス②、新潟・弥彦村の特別栽培米コシヒカリ「伊彌彦米」のプ

レゼント③等に参加者も大興奮。留学⽣は早速、⽇本⽂化

の一端に触れた体験をSNSで拡散、2020年への「観光」促

進の機会にもなったのではないでしょうか。

雨天も忘れてのツアーは、あっという間に終了となりました。
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